
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年生学年だより 

平成 28 (2016)年４月２１日 

第５号 

吹田市立第二中学校第三学年 

保護者のみなさま 
 平素は、本校の教育活動にご理解、ご協力いただきまして、ありがとうございます。 
 本校では、放課後学習会や夏トレなど、生徒の学力向上に向けての取り組みを進めています。 
 基礎学力の定着には、家庭での反復学習が大切です。また、家庭で学習に取り組む習慣をつけるこ

とは、希望進路の実現にとって、大変重要です。 
 つきましては、基礎学力と家庭学習の定着をねらい、英語ドリルとドリルノートをお子様に配布す

ることとしました。大変お手数ですが、保護者のみなさまには、お子様の学習状況を確認していた

だき、点検表へのサインをしていただきますよう、ご協力をお願いいたします。 

 本日より「英語ドリル」の取り組みが始まります。目的は以下です。 

 ①基礎、基本の力をつける。  ②おうちで勉強する習慣をつける。 

 くわしい取り組み方は、裏面に書いてある通りです。 

 ある TV 番組で京都大学出身のお笑い芸人、ロザンの宇治原史規さんが、自身の学生時代

の勉強方法を紹介していました。いくつか紹介します。 

 （その１）勉強のスケジュールを立てる。 

宇治原さんは、進学塾には一切通わず独学で勉強していたようです。 そして、しっかり

と勉強計画を立てていました。朝○時に起きて、○時～○時まで学校で、帰宅してから

○時～○時まで勉強、○時～○時までお風呂で、○時～○時まで夕食、○時～○時まで

勉強、○時～○時まで睡眠、という具合に非常に細かく一日を分けて、この計画表通り

に毎日過ごしていたそうです。また１日のスケジュールだけではなく、4 月～6 月…暗

記、7 月～9 月…基本問題、10 月～12 月…応用問題、1 月～2 月…過去問題など 3

年時の年間計画を立てて、勉強をしていたそうです。これはなかなかできないかもしれ

ませんが、「京大に合格する人は一日に何時間くらい勉強しているんですか？」と質問し、 

先生から「一日７時間くらいだね」と言われたので、一日８時間勉強したそうです。み

んなが７時間くらい勉強して受かるんだから、８時間勉強したら受かるだろうと考えて、

毎日８時間勉強していたそうです。 

 

（その２）徹底的に基礎基本をたたき込む。 

宇治原さんは、基礎を徹底的にやっていたため最初のうち全然成績が伸びず、 最初は学

校内でも成績は下から数えた方が早かったみたいです。ですが、基礎を徹底的にやって

いたため、地力が付き、応用問題もスンナリと解けるようになったらしいです。基礎が

大事ということをしっかりと守って実践したからこそ、応用問題も簡単に解けるように

なって、成績もグングン右肩上がりになっていったそうです。その結果、学校内でも成

績トップ３くらいに入る優等生になり、京大にも自分の計画通りに合格したみたいです。 

  

何より宇治原さんの学力を支えたものは、家庭での自主学習です。その習慣が、希望進路

の実現へつながったのだと感じます。学力向上の土台は、授業への取り組みと家庭学習です！ 

紀元前、中国に孔子という哲学者がいました。 

孔子は、たくさんの弟子を持ち、彼らにたくさんの教えを残したといいます。そ

の教えは「論語」という書物に書き留められ、今でもたくさんの国で、たくさんの

人の心のよりどころとなっています。 

その論語の中で、孔子は自分の人生を振り返り「私は１５歳で、学問を志す決心

をした。」と述べています。 

そして、今、君たちは進路選択という壁に向かって、授業に取り組んでいます。

今も昔も、１５歳という年齢は、勉強に力をいれる決意を固めるときなのです。 
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（学習方法） 

 ・英単語 1200 にある単語１個につき 

単語練習を５回、その単語に関する例文を、１文につき２回練習する。 

 ・例文が２文以上ある場合は、それぞれにつき、２回ずつ練習する。 

 ・単語だけで、例文がない場合は、その単語を５回練習する。 

 ・ドリル１ページ分が、ノート１ページにおさまるように練習する。 

 ・ドリル２ページ（ノート２ページ）が終わったら、点検表に、おうちの人のサインをもらう。 

 ・次のどれかにあてはまる場合は、居残りを指示します。居残りの曜日は先生が指定します。 

   A：決められたページ数を学習しきれなかった。 

   B：月曜日の１７時までに、提出することができなかった。 

   C：文字が雑で、読み取ることができない。 

   D：単語や例文を、とばして学習している。（完璧ではない。） 


